
 
 
要 旨 

 三菱電機インフォメーションシステムズ㈱（MDIS）は

“高信頼ブロードバンドネットワークソリューション”

により、従来難しいとされていた大手都市銀行ネットワ

ークのブロードバンド化を、広域イーサネット及びVLAN

（Virtual Local Area Network）構築技術を応用して

短期間に実現可能としている。特に、マルチキャリア採

用による高信頼性の確保、帯域・優先制御装置導入によ

る勘定系などの重要トラフィックの保護、ブロードバン

ド化対応の運用管理システム構築等がその特長と言える。 

  ㈱東京三菱銀行への導入では、“高い信頼性が必要な

勘定系システムの通信に都市銀行では初めて広域イーサ

ネットサービスを採用した”ことが評価され、同行は日

経コンピュータの第７回情報システム大賞・先進技術賞(1)

を受賞し、現在は金融系ブロードバンドネットワーク構成

のモデルになっている。同行は、このブロードバンドネッ

トワークを活用した行内業務革新も推進しており、本部・

支社・営業店、更にはモバイル活用を前提とした行外の行

員個人までがブロードバンドネットワークで結合され、IT

システムを活用した業務の効率化、特に情報検索・入手に

かかる時間の短縮化をテーマとして取り組んでいる(MDIS

はその IT化も支援している)。 

今後は、高信頼ブロードバンドネットワークソリューシ

ョンを他業種へ展開して行くとともに、音声ブロードバン

ドネットワーク化への取り込みや、海外及び社外接続等に

おいても安価で高速・安全なサービスを提供して行く。 

 

（株）東京三菱銀行営業店ブロードバンドネットワーク全体構成 
 
広域イーサネットは、NTTコミュニケーションズの“e-VLAN”およびパワードコムの“Powered Ethernet”を採用、二系統化してキャ
リア障害時のリスク分散を図っている。また、帯域・優先制御装置により、センターと営業店間の帯域制御及び重要データの優先制御を実

現し、広域イーサネット内では、複数の VLANに分割することでネットワーク障害時の営業店への影響範囲を最小限にしている。 
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１．ま え が き 

 三菱電機インフォメーションシステムズ㈱（MDIS）は、

“高信頼ブロードバンドネットワークソリューション”に

より、従来難しいとされていた大手都市銀行ネットワーク

のブロードバンド化を、広域イーサネット及び VLAN構築技

術を応用して短期間に実現可能としており、このソリュー

ションを適用した(株)東京三菱銀行の営業店ブロードバン

ドネットワーク“BEGIN-Ⅳ”は 2003 年 4月より本稼働を開

始している。 

 BEGIN-Ⅳ構築の背景には、融資稟議書の電子化、支店収

益管理情報をオンラインでリアルタイムに参照・分析でき

る国内経営情報・収益管理システム構築等の開発案件の増

加や、e-ラーニング、TV 会議システム等を利用した業務

革新の動きがあり、ネットワーク容量拡大の強いニーズが

あった。また、広域イーサネット、IP-VPN（Internet 

Protocol-Virtual Private Network）、ダークファイバ、法

人向け ADSL（Asymmetric Digital Subscriber Line）等、キ

ャリアの安価で大容量な新通信サービスが出始めた時期

でもあった。 

  本稿では、(株)東京三菱銀行に導入した高信頼ブロード

バンドネットワークシステムの設計コンセプト、信頼性確

保のための取り組み及びブロードバンドを活用した同行

の業務革新に関する取り組み等を紹介する。 

 

２．銀行営業店のブロードバンドネットワーク構築 

２．１ ネットワーク設計コンセプト 

 (株)東京三菱銀行の営業店ブロードバンドネットワー

ク設計にあたっては、以前の“BEGIN”ネットワークの利

点（マルチキャリア、二系統化、自動迂回機能等による高

信頼性）を生かしつつ、以下のような高速性及びハイパフ

ォーマンス性を実現することを基本方針とした。 

（１）ネットワークの大容量化 

 今後のアプリケーションデータ増大に対応可能な回線

容量を確保できるネットワークとする。今までの 64Kbps

～1.5Mbps の専用線及びデジタルアクセス回線の利用か

ら、メガビット/ギガビット級のキャリア新サービス利用

へ移行する。 

（２）アベイラビリティの確保 

 ユーザニーズに合わせて、適時、必要な回線容量を提供

する（回線増速作業を容易に実施可能とする）。そして、

今後のデータ統合に向け、データ・音声・画像をブロード

バンドネットワークに収容可能とする。 

（３）セキュリティの確保 

 今後のモバイル、関連会社など行外との接続を視野に入れ、

セキュリティ、運用管理機能を強化する。 

（４）高信頼性の確保 

 勘定系基幹業務も対象とするネットワークのため、信頼性

の維持、強化を図る。 

２．２ 高信頼ネットワークの構築 

 新たな BEGIN-Ⅳネットワークを構築するにあたって、既

存の専用線ベースのネットワークと同等の信頼性を確保す

ることに最大のポイントを置いて設計した。 

 

（１）キャリア新サービスの選定 

 広域イーサネットサービス、IP-VPN、ダークファイバ、法

人向け ADSL の新サービスを検討したが、表 1 に示すように

短期間での開発、既存ネットワーク設計の変更量最小化及び

設計自由度を重視し、最終的に高速性と使用ルーティングプ

ロトコルに制約のない広域イーサネットサービスを選択し

た。その結果、既存のネットワーク設定を大きく変更するこ

となく、新ネットワークへ移行できた。 

（２）キャリア回線構成の冗長化＋INSバックアップ 

 キャリア内の詳細な網構成は公開されていないため、網の

信頼性に不安があり、次の対応をとった。 

    (a)二系統の回線にそれぞれ別キャリアを採用し、片系  

      キャリアに障害が発生しても営業店業務を停止しな 

      いネットワーク構成とした。 

表１．キャリア新サービスの比較 

（注１）ESCON は、米国 IBM 社の登録商標である。 

広域イーサネット IP-VPN

適用技術
LANスイッチ(L2SW)

VLAN
ルータ(L3SW)

MPLS

ダークファイバ 法人向けADSL

波長分割多重
WDM

メタル高速伝送
ADSL

容量
［ｂｐｓ］

１M～１G 64K～135M 2.4Ｇ以上
最大8M
場所により変動大

容量に依存
最低帯域保証
35円 (10M契約)

容量に依存

　最低帯域保証
105円(1.5M契約)

距離と容量に依存

帯域保証
6円(100M契約)
初期導入費用が高い

容量に依存

帯域保証無し
16円(8M契約）

適用回線 光 光・メタル　 光 メタル

ターゲット
ユーザ

中大規模ユーザ
(1M以上の専用線）
の乗り換え多い

小中規模ユーザ
(64K程度の専用線)
の乗り換え多い

データセンター間の
大容量転送

主に中小企業のイン
ターネット接続用

アクセス回線

サービス

の特長

市販LAN機器
(L2SW)で構成した
低料金/高速LAN
間接続サービス

市販LAN機器
(ﾙｰﾀ)で構成した
低料金/高速LAN
間接続サービス

波長分割多重化装

置(WDM)で構成し

た超高速専用線

メタル高速伝送
(ADSL)を利用した
低料金/高速足回り
回線

価格設定
［円/Kbit］

導入時の

制約

制約なし 迂回方式：BGP-4
アドレス：数に制限

制約なし
迂回不可
同時接続端末台数

評価

必要帯域1M以上の

拠点向き。

（営業店、拠点間の

大容量化）

制約無く、移行/テス
ト負荷小。

必要容量1.5M程度
の拠点向き。

ギガクラスを必要と
する大容量拠点向き。
マルチプロﾄコル･
媒体使用が可能。

速度変動・ばらつき
が大く信頼性に問題
あり。
（勘定系システムで
の利用は困難）

IP含む
LAN系システム IPのみ ESCON（注１），LAN

ATM等多種システム IPのみ
収容可能

システム

提供エリア ほぼ全国展開完了 ほぼ全国展開完了
提供エリア限定的

順次全国展開
ほぼ全国展開完了

LAN：Local Area Network、IP-VPN：Internet Protocol-Virtual Private Network、L2SW：Layer2 Ｓｗｉｔｃｈ、
L3SW：Layer3 Ｓｗｉｔｃｈ、MPLS：Multi Protocol Label Switching、WDM：Wavelength Division Multiplexing、
ADSL：Asymmetric Digital Subscriber Line、 IP：Internet Protocol、ATM：Asynchronous Transfer Mode、
BGP-4：Border Gateway Protocol-4　

広域イーサネット IP-VPN

適用技術
LANスイッチ(L2SW)

VLAN
ルータ(L3SW)

MPLS

ダークファイバ 法人向けADSL

波長分割多重
WDM

メタル高速伝送
ADSL

容量
［ｂｐｓ］

１M～１G 64K～135M 2.4Ｇ以上
最大8M
場所により変動大

容量に依存
最低帯域保証
35円 (10M契約)

容量に依存

　最低帯域保証
105円(1.5M契約)

距離と容量に依存

帯域保証
6円(100M契約)
初期導入費用が高い

容量に依存

帯域保証無し
16円(8M契約）

適用回線 光 光・メタル　 光 メタル

ターゲット
ユーザ

中大規模ユーザ
(1M以上の専用線）
の乗り換え多い

小中規模ユーザ
(64K程度の専用線)
の乗り換え多い

データセンター間の
大容量転送

主に中小企業のイン
ターネット接続用

アクセス回線

サービス

の特長

市販LAN機器
(L2SW)で構成した
低料金/高速LAN
間接続サービス

市販LAN機器
(ﾙｰﾀ)で構成した
低料金/高速LAN
間接続サービス

波長分割多重化装

置(WDM)で構成し

た超高速専用線

メタル高速伝送
(ADSL)を利用した
低料金/高速足回り
回線

価格設定
［円/Kbit］

導入時の

制約

制約なし 迂回方式：BGP-4
アドレス：数に制限

制約なし
迂回不可
同時接続端末台数

評価

必要帯域1M以上の

拠点向き。

（営業店、拠点間の

大容量化）

制約無く、移行/テス
ト負荷小。

必要容量1.5M程度
の拠点向き。

ギガクラスを必要と
する大容量拠点向き。
マルチプロﾄコル･
媒体使用が可能。

速度変動・ばらつき
が大く信頼性に問題
あり。
（勘定系システムで
の利用は困難）

IP含む
LAN系システム IPのみ ESCON（注１），LAN

ATM等多種システム IPのみ
収容可能

システム

提供エリア ほぼ全国展開完了 ほぼ全国展開完了
提供エリア限定的

順次全国展開
ほぼ全国展開完了

LAN：Local Area Network、IP-VPN：Internet Protocol-Virtual Private Network、L2SW：Layer2 Ｓｗｉｔｃｈ、
L3SW：Layer3 Ｓｗｉｔｃｈ、MPLS：Multi Protocol Label Switching、WDM：Wavelength Division Multiplexing、
ADSL：Asymmetric Digital Subscriber Line、 IP：Internet Protocol、ATM：Asynchronous Transfer Mode、
BGP-4：Border Gateway Protocol-4　

２



    (b)広域イーサネットサービスの安定性を確認するま

で、既存ネットワークで使用していたINSバックアップ回

線を継続使用することとした。又、回線切り替え時間の短

縮と運用負荷軽減のため、広域イーサネットのキャリア切

り替え及び INS切り替えはすべて自動で行う方式とした。 

（３）二系統化の徹底 

 ネットワーク上の１ヶ所の障害による影響を極小化す

るために、ネットワークの二系統化を徹底して実施した。

ネットワークを構成する機器の二重化だけではなく、デー

タセンターと接続するキャリアの局も複数局に分散させ

た。また、データセンター内の管路も複数に分散させ、１

ヶ所の障害の影響がネットワーク全体に及ぶことを徹底

的に排除した。NTT コミュニケーションズは２局から、パ

ワードコムは４局から回線を引き込み、局の分散化を図っ

た。また、データセンター内では広域イーサネットの引き

込み回線を４台のルータで分散収容した（２系も含めると

合計８台）。 

（４）VLAN分割によるリスク分散 

 広域イーサネットでは、通常一つの企業に一つの VLAN

を設定するが、複数 VLAN に分割する方式をあえて採用し

た。複数 VLAN に分割することによってセンター引き込み

回線も分割できる。ルーティングプロトコル EIGRP

（Enhanced Interior Gateway Routing Protocol）と

の整合性を考慮し、営業店約 300 店舗を約 30店舗毎にグ

ループ化し、12のVLANに分割した。これにより一つのVLAN

に障害が発生しても残り 270 店舗には影響しない構成と

した。また、隣り合う支店は別VLANに収容し、VLAN 障害

時にも近隣の営業店に影響が及んで顧客の利便性が大き

く低下するのを防止した。 

（５）帯域・優先制御による回線処理の安定化 

 センター回線と営業店回線の速度差吸収及び優先制御

の目的で、帯域・優先制御装置を導入した。ルータはルー

ティング制御機能だけの利用に留め、帯域・優先制御はこ

の専用装置できめ細かい帯域・優先制御ができるようにし

た。図１に帯域・優先制御機能を示す。 

 広域イーサネットのセンター側は 100Mbps のイーサネ

ット回線、営業店側は１～10Mbpsのアクセス回線のため、

両者の速度差が大きい。このままの状態で、センターのサ

ーバから営業店の端末にデータを連続送信すると、速度差

が大きいため、網内でフレーム廃棄が発生することがある。

そのため、センター側で帯域を制御し、営業店毎の回線速

度でデータを送出することにより、網内のフレーム廃棄に

起因する回線効率低下を防止する対策を講じた。 

 新ネットワークでは、e-ラーニングやＴＶ会議などの高

帯域なデータと ATM（現金自動預け払い機）等の低帯域な

勘定系データが混在するため、高帯域を利用するアプリケ

ーション動作時にも、重要な勘定系データを優先させるよ

うに配慮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）擬似環境による事前検証 

 広域イーサネットサービスは、キャリア新サービス開始直

後で実績がまだ余り無かったことと、新しい帯域・優先制御

専用装置を導入したことから、その事前検証として MDIS 社

内の検証のみではなく、(株)東京三菱銀行の IT サービスセ

ンター内に擬似環境を構築し、実際のキャリア回線を使って

事前検証を念入りに実施した。その結果、広域イーサネット

サービスのキャリア毎のスループット差異、実アプリケーシ

ョンを使った帯域・優先制御機能等を検証することで、使用

しているグループウェア等のトラフィック特性に合った帯

域・優先制御装置の最適設定方法等を予め確認することがで

きた。 

  既存ネットワークの設計ポリシーの継承及び擬似環境に

よる念入りな事前検証等により、プロジェクト開始から３ヶ

月目で擬似環境の評価、４ヶ月目で試行営業店への展開、５

ヶ月目で本格展開を実施し、約半年間で営業店 300店舗への

ネットワーク展開を完了するという非常に短期間のプロジ

ェクトを遂行することができた。さらに、既存の専用線ベー

スのネットワークと比較して、ランニングコストを増やすこ

となく大容量化を達成した。 

 (株)東京三菱銀行は、“高度な信頼性が必要とされる勘定

系システムの通信インフラに都市銀行では初めて広域イー

サネットサービスを採用した”ことが評価され、日経コンピ

ュータの第７回情報システム大賞・先進技術賞(1)を受賞し、

現在は金融系ネットワーク構成のモデルになっている。 

 

３．ブロードバンドネットワークの活用事例 

３．１ 銀行における業務革新への活用 

図１．帯域・優先制御機能 
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名称 主な業務 特長
行内ポータ
ル

全行統一のポータルトップ
・お知らせ（全行／部門）
・トップメッセージ（動画配信）
・各種業務の起動メニュー

行内への情報提供を行うと共に、
すべての業務起動をこの画面か
らできるようにして、ポータルを全
行業務標準として推進。

メール／スケ
ジューラ

メール送受信／スケジュール管理・公
開・予約

―

ナレッジベー
ス

コミュニティ（部門）単位でのノウハウの
共有活用
・提案書など文書の共有

行内の情報共有化の基幹ツール
として利用。

e-ラーニング PC利用して専用教材を用いた自己学
習

自席利用の他、モバイル利用に
よる自宅からの学習も可能に。

TV会議 PC利用した拠点間を接続したTV会議 海外拠点との利用も考慮。
モバイル 行外からのポータルアクセス

メール／スケジューラ利用
ファイルの暗号化、FDDへのコ
ピー禁止などのセキュリティ対策

インターネッ
ト接続

外部インターネットサイトの利用 ―

共通認証 個人の認証と、OPEN各業務システム
へのシングルサインオン

ユーザ認証、ユーザ権限に応じ
たアクセス権を制御。

表２．ＯＰＥＮ業務一覧 

 ブロードバンドの企業内活用は、将来的には様々な業務

システムに適用されて行くと思われるが､当面はそのリッ

チコンテンツ化の特長を生かした情報共有・活用の活性化

が中心となる。ブロードバンドネットワークの整備を終え

た㈱東京三菱銀行でも、プロジェクト“OPEN”と称してこ

れを活用した大胆な業務革新に取り組んでいる。ブロード

バンドネットワークで結合された IT システムを活用し、

業務の効率化、特に情報検索・入手にかかる時間の短縮化

を最大のテーマとしている。表 2 に OPEN 業務一覧及び図

2 に OPEN システムの構成を示す。ここでは、以下の代表

的な３つの業務について紹介する。 

 

３．２ 行内ポータル 

 行内ポータルのコンセプトは、行内の全ての業務ならび

に情報入手・提供の“入り口”である。行員が PC を起動

してログイン認証を受けると、最初にポータルトップ画面

が表示される。メール／スケジューラ機能や、外部のWWW

サイトの閲覧、行内業務システムの起動はこのトップ画面

から行うことを基本としている。情報発信用には、全行共

通用と所属部門用の掲示板がある。また、“トップメッセ

ージ”と呼ぶストリーミング画像を配信し、頭取など経営

層からのメッセージ（動画）を自席で見ることができる。

このストリーミング配信は、ブロードバンドネットワーク

を活用した本システムの最大の特長でもある。 

３．３ ナレッジベース 

 “時間短縮”をテーマとしたこのプロジェクトでは、“ナ

レッジ共有”の仕組みにも力を入れている。ナレッジベース

として採用したツールでは、“ベストプラクティス”と呼ば

れる共有価値の高い文書を事務局で準備し、システム稼働後

直ちに利用できるナレッジベースを構築した。さらに、参照

した文書の貢献度を評価する機能を活用して情報提供者に

評価を還元する仕組みを構築した。これにより、ナレッジの

質の向上を図っている。 

 一方、登録した文書や、様々な情報データベースを検索す

る機能も強力なものとし、情報検索・入手にかかる時間の短

縮も図っている。 

３．４ モバイル 

 情報セキュリティの観点からモバイルへの取り組みには

慎重であったが、行員からの強い要望でモバイル PC を導入

することになった。自宅の ADSL 回線又は高速モバイルカー

ドから、三菱電機情報ネットワーク㈱(MIND)社のモバイルサ

ービスを利用して行内環境に接続し、ポータル画面の参照や

メール・スケジューラを利用できる。 

 モバイルアクセスにあたってはセキュリティの確保に十

分配慮しており、ワンタイムパスワードによる個人認証に加

え、HDD（Hard Disk Drive）の暗号化、行外でのファイル

持出し防止などの機能も取り込んでいる。 

３．５ プロジェクト OPENの効果 

 OPENによる、ポータル、ナレッジ、モバイルなどを活用し

た行内業務の“大胆な改革”はまだスタートしたばかりであ

るが、行内共通情報サイトとしてその存在を確たるものとし

ている。今後もブロードバンドネットワークを有効に活用し

た IT システムのリリースが計画されており、大胆な業務改

革が更に加速されていくものと思われる。 

４．む す び 

  銀行業務システムの構築には、高いレベルの安全・安心が

要求される。この目的を達成したMDISの先進的な高信頼ブ

ロードバンドネットワークソリューションを、今後は他業種

へも展開して行くと共に、音声のブロードバンドネットワー

ク化への取り込み、海外・社外接続等においても安価で高

速・安全なサービスを提供していく所存である。 
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図２．OPENシステム構成 
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